




平塚共済病院 薬剤科

１．加齢に伴う体の変化
　加齢によって、体のいろいろな機能が変化する場合があります。
　高齢者の方では、薬の作用に関連する消化器（胃腸などの消化管、肝臓など）、腎臓、
循環器（心臓、血管）などの機能が、一般的に低下しています。そのため、薬の代謝や排泄
などが遅れることがあり、時として思わぬ副作用などを経験する場合があります。薬は、
指示通りの用法・用量を守って使用することが大切です。

２．何種類もの薬を服用する場合
　高齢者の方は、複数の病気にかかっていることがあり、複数の病院、診療科を受診される
場合があると思います。その際、既に服用している薬があれば必ず医師・薬剤師に伝えて
頂くことが、薬の重複や相互作用を避けるために大切です（お薬手帳を持参されるとよいで
しょう）。また、市販の薬やサプリメント等を服用する際にも、服用している薬、サプリ
メント等があることを医師・薬剤師に伝えて下さい。

３．薬の使用方法が分からなくなった場合
　薬の服用方法や使用方法が分からなくなった場合には医師・薬剤師に相談してください。
うろ覚えで、薬を 服用したり使用したりすることは絶対に避けて下さい。

４．服用しやすい薬の剤形
　薬の剤形についても研究が進み、水無しで服用できる錠剤、飲みやすい錠剤、錠数を少な
くできるもの、味のついているもの、水に懸濁するものなど服用しやすくなっているものが
ある場合もあります。現在服用している薬が飲みにくい場合には、医師・薬剤師にご相談
ください。

５．先発薬品と後発薬品（ジェネリック薬品）
　最近、後発薬（ジェネリック薬）の処方も多くみられるようになりました。しかし先発薬
から後発薬に変更された方など同一成分のお薬を違う薬だと勘違いし重複して服用してしま
う場合やジェネリック薬は薬の名前が複雑なものが多いです。どの薬の後発薬か？よく確認
して服用するようにしましょう。

６．かかりつけ薬局
　薬局もいろいろな薬局で薬をもらうのではなく、一つの薬局に決め、薬の重複など管理
してもらいましょう。最近では、余っている薬を調整してくれたりするところもあります
ので、お話してみてください。
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